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図 1
研究会報告
いことなど,多くの利点がある｡
3. 3次元±Hイジングモデル
ランダム磁場が秩序を破壊する傾向を持っことはよく知られている｡ イジングモデルについ
ては,有限温度で秩序がなくなる臨界次元は,d∠-2であると考えられるようになってきた
が,3次元の場合,とりわけ臨界現象にランダム磁場がどのような効果を及ぼすかよくわかっ
ていない｡ 我々は32×32×32のイジングモデルに±Eのランダム磁場をかけ,我々の提唱
したMCRGを適用して考察した｡ランダム磁場としては,サイ トクエンチの場合 と,時間的
に揺動する場合を考え,磁場の大きさとしてE/I
- 0.4と0.8を取扱 った｡磁化の温度依存性を図2
に示す｡磁場を増すとTcが下がること,クエンチ
の場合の方がTcの低下が大きいことなどがわかる｡
研究会当日報告した,MCRGを用いた臨界現象の
解析結果には,数値的に誤 りがあった｡図 1と同様
の解析を行なうと,時間揺動のE/I- 0.4と0.8の
場合と,クエンチのE/I-0.4の場合は,臨界指
数 γ/〃が純粋系 の場合とほとんど差が見られない｡
クエンチのE/I-0.8の賂合は,明らかに異なった
固定点に移動しているが,3回の変換では,十分に
固定点に近づいていない｡移動の方向としては,
㍗/γの値が純粋系より増加する方向に移動している｡
最近,Young&Nouenbergが直接的なモンテカ
ルロシミュレーションの解析で,実効的な臨界指数
が2次元イジングモデルの値になることを主張 しているが,我々の結果とは異なる｡また彼ら
は1次転移の可能性を示唆しているが,今後一層の精密な研究が望まれる｡
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